
学
生
が
参
加
す
る
学
園
創
立

1
0
0
周
年
記
念
行
事
「
論
文

コ
ン
テ
ス
ト
」
「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
応
募
が
、

9
月
28
日
（
金
）
に
締
切
ら
れ

た
。
応
募
件
数
お
よ
び
応
募
者

数
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

●
論
文
コ
ン
テ
ス
ト

①
科
学
技
術
と
日
本
工
業
大
学

の
将
来
・
12
件
12
名

②
私
が
考
え
る
日
本
工
業
大
学

及
び
自
分
自
身
の
役
割
・
12
件

12
名

●
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ス
ト

①
ゴ
ミ
関
係
（
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨

て
禁
止
等
）
・
18
件
18
名

②
タ
バ
コ
関
係
（
禁
煙
、
喫
煙

マ
ナ
ー
遵
守
等
）
・
21
件
19
名

③
自
転
車
関
係
（
ル
ー
ル
や
マ

ナ
ー
の
遵
守
）
・
9
件
9
名

審
査
は
、
10
月
9
日
（
火
）

か
ら
16
日
（
火
）
に
か
け
学
長
、

学
生
支
援
部
長
、
カ
レ
ッ
ジ
ラ

イ
フ
支
援
委
員
等
が
審
査
員
と

な
っ
て
第
一
次
と
第
二
次
審
査

を
実
施
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、

各
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
優
秀
賞
と

優
秀
賞
が
決
定
さ
れ
た
。

10
月
20
日
（
土
）
に
は
百
年

記
念
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室

で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
最
優
秀

賞
に
は
楯
と
副
賞
5
万
円
相
当

の
図
書
券
、
優
秀
賞
に
は
楯
と

副
賞
3
万
円
相
当
の
図
書
券
が

贈
呈
さ
れ
た
。

詳
細
は
本
学
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

（
学
生
支
援
課
）

学
園
創
立
1
0
0
周
年

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、

10
月
13
日
（
土
）
13
時
か

ら
「
百
年
記
念
館
オ
ー
プ

ン
記
念
講
演
」
が
開
催
さ

れ
た
。
9
月
29
日
（
土
）

に
は
竣
工
式
が
行
わ
れ
、

既
に
10
月
1
日
か
ら
は
開

館
、
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、

い
よ
い
よ
本
格
的
に
稼
働

を
始
め
る
。

オ
ー
プ
ン
記
念
講
演
の

会
場
は
1
階
マ
ル
チ
メ
デ

ィ
ア
教
室
（
1
4
6
席
）

と
レ
ク
チ
ャ
ー
ス
ペ
ー
ス

（
45
席
）
。
会
場
に
は
学
生

を
中
心
に
、
後
援
会
・
工

友
会
等
の
代
表
や
本
学
関

係
者
が
多
数
詰
め
か
け
た
。

ロ
ビ
ー
に
は
、
パ
ネ
ル
展

「
百
年
記
念
館
が
で
き
る
ま

で
」
（
10
月
1
日
〜
20
日
）

も
開
催
さ
れ
て
お
り
、
1

階
フ
ロ
ア
は
オ
ー
プ
ン
記

念
一
色
に
彩
ら
れ
て
い
る
。

同
講
演
は
、
L
C
セ
ン

タ
ー
長
・
椋
田
實
教
授
の

司
会
で
進
行
し
、
第
1
部

は
、
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
・
山
岸
駿
介
氏
に
よ
る

「
大
学
の
エ
ク
セ
レ
ン
ス
―
大
学

教
育
に
求
め
ら
れ
る
も
の
」
と

題
す
る
記
念
講
演
。
同
氏
の
体

験
を
も
と
に
、
人
と
の
繋
が
り

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
次
の
様

に
学
生
に
語
り
か
け
た
。
人
生

の
転
機
に
は
必
ず
人
と
の
繋
が

り
が
あ
る
。
仕
事
も
、
人
を
探

し
、
繋
が
り
を
つ
け
る
こ
と
か

ら
始
ま
る
。
縁
と
し
か
言
え
な

い
部
分
も
あ
る
が
、
人
と
の
繋

が
り
を
育
て
、
広
げ
て
い
く
努

力
を
続
け
て
ほ
し
い
。

第
2
部
は
、
学
長
と
学
生
に

よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
。
本

学
ら
し
い
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を

し
て
い
る
学
生
代
表
7
人
と
柳

澤
章
学
長
が
登
壇
し
、
「
大
学
が

か
わ
る
―
日
本
工
業
大
学
の
挑

戦
」
を
テ
ー
マ
に
、
教
育
研
究

推
進
室
長
・
波
多
野
純
教
授
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
中
身
の

濃
い
議
論
が
進
め
ら
れ
た
。

15
時
か
ら
30
分
間
の
コ
ー
ヒ

ー
ブ
レ
イ
ク
で
は
、
カ
フ
ェ
棟

で
星
韻
カ
ル
テ
ッ
ト
に
よ
る
弦

楽
四
重
奏
を
楽
し
ん
だ
。

そ
の
後
、
約
30
分
間
、
同
記

念
館
の
設
計
者
で
あ
る
小
川
次

郎
・
建
築
学
科
准
教
授
の
案
内

で
、
館
内
を
見
学
。
ユ
ニ
ー
ク

な
外
観
と
呼
応
し
た
斬
新
な
室

内
デ
ザ
イ
ン
や
什
器
類
等
に
驚

き
の
声
を
あ
げ
て
い
た
。

当
日
は
、
記
念
講
演
に
先
立

ち
、
後
援
会
14
の
支
部
か
ら

「
現
代
ア
ー
ト
風
ベ
ン
チ
」
の
目

録
贈
呈
式
も
併
せ
て
行
わ
れ
た
。

学
園
の
創
立
1
0
0
周
年
を
お

祝
い
し
て
、
百
年
記
念
館
の
デ

ッ
キ
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
が
、

若
杉
祭
2
日
目
の
11
月
3
日

（
土
）
に
開
催
さ
れ
る
。
卒
業
後

10
年
毎
の
節
目
の
皆
さ
ん
に
是

非
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
研
究
室
O
B
会
に
参
加
の

方
々
も
懇
親
パ
ー
テ
ィ
へ
ご
参

加
願
い
た
い
。
当
日
受
付
は
10

時
半
か
ら
、
11
時
か
ら
学
内
見

学
ツ
ア
ー
、
15
時
か
ら
懇
親
パ

ー
テ
ィ
を
行
う
。
（
ホ
ー
ム
カ
ミ

ン
グ
デ
ー
実
行
委
員
会
）

り
組
ん
で
き
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
若
杉

祭
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
た
ち

の
思
い
が
風
船
の
よ
う
に
膨
ら
み
、
来

場
し
て
く
だ
さ
っ
た
お
客
様
や
全
て
の

関
係
者
へ
届
く
よ
う
に
と
の
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
は
学
園

今
年
度
の
若
杉
祭
は
11
月
2
日
（
金
）

か
ら
4
日
（
日
）
の
3
日
間
開
催
さ
れ

る
。
テ
ー
マ
は
『bal1oon

』
に
決
定
し
、

こ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に
大
学
祭
実
行
委

員
会
を
は
じ
め
各
団
体
は
、
放
課
後
な

ど
の
時
間
を
つ
か
い
日
々
若
杉
祭
に
取

学
園
創
立
1
0
0
周
年
、
大
学
設
立
40
周
年
を
迎
え
た
今
年
、
若
杉
祭
は
39
回
を

数
え
る
。
若
杉
祭
の
開
催
中
、
2
日
（
金
）
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の

表
彰
式
、
3
日
（
土
）
に
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
、
4
日
（
日
）
に
は
建
築
設
計
コ

ン
ペ
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
工
業
技
術
博
物
館
の
特
別
展
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
の
作
品
展
な
ど
、
学
園
は
「
祭
」
一
色
に
彩
ら
れ
る
。

創
立
1
0
0
周
年
を
迎
え
た
の

で
、
我
が
日
本
工
業
大
学
の
今

後
の
更
な
る
飛
躍
と
発
展
を
祈

願
す
る
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い

る
。今

年
度
の
企
画
で
あ
る
が
、

恒
例
の
『
秋
の
か
ら
っ
風
こ
ん

さ
ぁ
と
』
に
は
、
9
月
に
フ
ァ

ー
ス
ト
・
ア
ル
バ
ム
を
出
し
、

今
も
話
題
と
な
っ
て
い
るLeah

Dizon

が
、
学
園
祭
で
は
初
の
ラ

イ
ヴ
を
本
学
で
行
う
。
『T

alk
&

Live

』
に
関
根
麻
里
や
ペ
ナ

ル
テ
ィ
ー
な
ど
を
迎
え
る
ほ
か
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る

『
サ
イ
ド
イ
ベ
ン
ト
』
、
豪
華
景

品
が
も
ら
え
る
『
野
外
ス
テ
ー

ジ
』
な
ど
様
々
な
企
画
を
用
意

し
た
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
、
学
園
創
立

1
0
0
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
若

杉
祭
と
な
る
よ
う
に
日
々
精
進

し
て
き
た
。
ご
家
族
、
ご
友
人

な
ど
と
と
も
に
是
非
若
杉
祭
に

足
を
お
運
び
い
た
だ
き
た
い
。

ス
タ
ッ
フ
一
同
心
よ
り
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
大
学
祭
実
行
委
員
会
委
員

長
・
高
橋
　
優
典
）
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平成19年（2007年）11月1日発行

10月1日、ついに百年記念館
（LCセンター）がオープンした。
記念イベントとして講演会、映
画祭、学生パフォーマンスが開
催され、大いに盛り上がった。
左は無限を表す「メビウスの環」
をモチーフとした100周年記念
シンボルマークである。

百年記念館〈LCセンター〉10／13（土）オープン
学
生
が
参
加
す
る
1
0
0
周
年
記
念
行
事

「
論
文
」お
よ
び「
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
」コ
ン
テ
ス
ト
審
査
結
果

卒
業
後
30
年
、
20
年
、
10
年
の
皆
様
へ

11／3
第
8
回
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
開
催

論文およびシンボルマークコンテスト　最優秀賞受賞者

項目 氏名 学科 学年

論文
①科学技術と日本工業大学の将来 綱島　圭一 電気電子工学科 4年

②私が考える日本工業大学及び自分の役割 郭　夏 留学生別科 －

シンボル

①ゴミ関係 山口　彩子 建築学科 3年

②タバコ関係 高麗　　俊 建築学科 3年マーク

③自転車関係 高麗　　俊 建築学科 3年

理事長、学長らと校歌を歌うOB

昨年の若杉祭より：上段左・ホバークラフト大会、上段右・野外ステージでの吹奏楽団演奏会
下段左・音楽系サークルライブ、下段中央・中庭の様子、下段右・手話サークル

日本工業大学　平成20年度入試日程
日本工業大学　工学部
●機械工学科　●電気電子工学科　●建築学科　●システム工学科　●情報工学科

日本工業大学　大学院工学研究科　博士前期課程・博士後期課程
●機械工学専攻　●電気工学専攻　●建築学専攻　●システム工学専攻　●情報工学専攻

本学で先端技術研究の取り組みを

願書のご請求およびお問い合せ先
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園代4-1 日本工業大学教務部　入試室
70120-250-267 ℡：0480-33-7676（直通）
URL：http://www.nit.ac.jp/ E-mail：nyu-shi@nit.ac.jp

願書のご請求およびお問い合せ先：教務部教務課　大学院入試係　℡0480-33-7507（直通）

■平成20年度　大学院　社会人特別選抜入試日程

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切
2月 2日 ・数学!、@ ・物理!

一般入試 1月 7日～ 1月26日
2月 3日 ・英語!、@、リーディング、

2月 9日 2月18日
2月 4日 オーラル・コミュニケーション!

（受験日自由選択制） ・上記のうちから任意の2科目を選択
センター利用入試A 1月 7日～ 2月 2日 2月 9日 2月18日

B 2月18日～ 3月12日 3月21日 3月28日

社会人入試 1月 7日～ 1月26日
2月 3日 書類審査及び面接

2月 9日 2月18日
（小論文や口頭試問を実施する場合もあります）

帰国子女入試 1月 7日～ 1月26日
2月 3日 書類審査及び面接

2月 9日 2月18日
（作文試験を実施する場合もあります）

12月 5日～12月12日
AOエントリー入試 エントリー期間：10月5日～11月22日

AO入試（第3期） 選考方法：面談および提出書類と書類審査 12月22日 1月15日
AOコーディネータ入試 申込み期間：平成19年12月上旬まで随時

選考方法：面接および書類審査（課題を課す場合もあり）
3月 1日～ 3月14日
AOエントリー入試 エントリー期間：1月15日～3月5日

AO入試（第4期） 選考方法：面談および提出書類と書類審査 3月21日 3月28日
AOコーディネータ入試 申込み期間：平成20年3月上旬まで随時

選考方法：面接および書類審査（課題を課す場合もあり）

出願期間 試験日 試験内容 合格発表 入学手続締切

二次募集 2月14日～2月21日 2月28日 書類選考・面接 3月5日 3月14日

数学・理科・外国語の3教科14科目のうち2教科以上選択して、
かつ1教科あたり1科目以上を選択、受験

社会人大学院生　募集！（日本工業大学　社会人特別選抜）
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テーマは『bal1oon』 若杉祭『bal1oon』 第39回

11月2日（金）・3日（土）・4日（日）開催

①
講
演
す
る
山
岸
氏
　
②
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

③
弦
楽
四
重
奏
　
④
百
年
記
念
館
見
学
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今
回
の
コ
ン
ペ
で
1
等
に
選

ば
れ
た
と
知
ら
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ま
だ
に
実
感
が
湧
い
て
お
ら

ず
、
入
賞
の
通
知
を
な
が
め
て

い
る
ば
か
り
で
す
。
私
が
こ
の

コ
ン
ペ
に
臨
ん
だ
経
緯
は
、
ネ

建
築
を
学
ぶ
全
国
の
高
校
生
を
対
象
に
実
施
さ
れ
る
日
本
工
業
大
学
建
築
設
計

競
技
は
、
今
年
度
で
第
21
回
と
な
る
。
今
回
は
、
審
査
委
員
長
に
建
築
家
の
千
葉

学
氏
（
東
京
大
学
大
学
院
准
教
授
）
を
迎
え
、「
モ
ノ
と
住
む
家
」
を
課
題
に
開
催
。

75
校
よ
り
2
7
0
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。
入
賞
者
の
作
品
は
11
月
2
日
（
金
）
か

ら
4
日
（
日
）
ま
で
、
本
学
大
学
祭
期
間
中
に
L
C
セ
ン
タ
ー
で
展
示
さ
れ
、
最

終
日
に
は
同
セ
ン
タ
ー
・
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
室
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
る
。

ッ
ト
で
コ
ン
ペ
募
集
を
検
索
し

て
い
た
と
き
、
こ
の
コ
ン
ペ
の

内
容
に
と
て
も
興
味
を
持
ち
ま

し
た
。
早
速
参
加
を
決
め
、
思

い
立
っ
た
ら
即
行
動
が
モ
ッ
ト

ー
で
あ
る
私
は
、
す
ぐ
に
様
々

な
案
を
考
え
て
い
き
ま
し
た
が
、

そ
の
中
に
納
得
で
き
る
案
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
期
日
が
迫

っ
て
い
た
あ
る
日
の
夕
暮
れ
、

気
分
転
換
に
散
歩
を
し
て
い
た

と
き
、
自
分
の
影
を
見
て
ハ
ッ

と
案
が
浮
か
ん
だ
の
で
す
。
「
モ

ノ
を
シ
ル
エ
ッ
ト
化
し
た
ら
面

白
い
の
で
は
な
い
か
」
と
。
そ

う
し
て
作
り
上
げ
た
の
が
こ
の

シ
ル
エ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
で
す
。

今
回
の
コ
ン
ペ
で
1
等
に
選

ば
れ
た
こ
と
を
糧
に
、
こ
れ
か

ら
も
建
築
を
極
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

以
前
、
本
か
何
か
で
、
世
界

中
の
様
々
な
民
族
の
家
の
中
に

あ
る
モ
ノ
を
す
べ
て
外
に
出
し

て
、
写
真
に
記
録
し
て
い
た
も

の
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
家
族
の
家
は
、
面
積
と

し
て
は
最
も
小
さ
い
く
ら
い
な

の
に
、
そ
の
中
に
入
っ
て
い
た

モ
ノ
は
、
数
も
種
類
も
群
を
抜

い
て
い
ま
し
た
。
家
電
製
品
か

ら
洋
服
、
日
用
品
ま
で
、
よ
く

も
こ
れ
だ
け
の
モ
ノ
が
家
の
中

に
入
っ
て
い
た
も
の
だ
と
驚
か

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
の
是

非
は
別
と
し
て
、
僕
た
ち
の
生

活
は
多
か
れ
少
な
か
れ
、
モ
ノ

に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
事

実
を
、
改
め
て
見
せ
つ
け
ら
れ

た
思
い
が
し
ま
し
た
。
機
能
的

に
必
要
な
モ
ノ
も
あ
り
ま
す
し
、

記
憶
が
そ
こ
に
宿
っ
て
い
て
捨

て
ら
れ
な
い
モ
ノ
も
あ
る
で
し

ょ
う
。
だ
か
ら
家
は
、
こ
う
し

た
モ
ノ
を
格
納
す
る
た
め
に
作

っ
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
す
。

見
方
に
よ
っ
て
は
、
家
も
こ
う

し
た
モ
ノ
の
一
つ
で
し
ょ
う
か

ら
、
そ
の
た
く
さ
ん
の
要
素
―

例
え
ば
柱
と
か
建
具
と
か
―
に

も
様
々
な
記
憶
が
刻
ま
れ
て
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
意

味
で
は
、
家
と
モ
ノ
の
区
別
も

無
意
味
な
こ
と
で
、
家
を
設
計

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
本
来
は

こ
う
し
た
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
の
、

あ
る
状
態
を
構
築
す
る
こ
と
だ

と
も
言
え
る
の
で
す
。

し
か
し
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時

代
の
建
築
（
今
の
世
の
中
に
あ

る
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
建
築
の

基
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
が
）
は
、

こ
の
モ
ノ
と
い
う
観
点
が
完
全

に
排
除
さ
れ
て
成
立
し
て
い
ま

し
た
。
純
粋
に
空
間
の
問
題
と

し
て
建
築
の
理
念
が
語
ら
れ
ま

し
た
。
ミ
ー
ス
の
均
質
空
間
に
、

空
間
の
尺
度
と
し
て
登
場
す
る

家
具
の
他
は
ほ
と
ん
ど
モ
ノ
が

登
場
し
な
い
こ
と
は
、
そ
の
こ

と
を
象
徴
し
て
い
る
と
言
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
を
持
っ

て
こ
の
テ
ー
マ
を
考
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
建
築
の
設
計
の
中
で
、

あ
ま
り
着
目
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
モ
ノ
、
そ
れ
を
単
に
収
納
と

い
っ
た
利
便
性
の
問
題
に
短
絡

さ
せ
て
し
ま
う
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
モ
ノ
に
着
目
す
る
こ
と

で
、
建
築
は
ど
う
変
わ
る
の
か
、

大
げ
さ
に
言
え
ば
、
モ
ダ
ニ
ズ

ム
を
超
え
ら
れ
る
の
か
を
問
う

て
み
た
い
と
考
え
た
の
で
す
。

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
提

案
が
あ
り
ま
し
た
。
高
校
生
で

こ
こ
ま
で
で
き
る
の
か
と
、
正

直
驚
く
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

1
等
の
濱
本
彬
子
さ
ん
の

「Silhouette
House

」
は
、
実
に

美
し
い
作
品
で
す
。
モ
ノ
無
し

で
は
生
活
で
き
な
い
現
実
を
素

直
に
受
け
止
め
つ
つ
も
、
そ
れ

ら
を
影
絵
の
よ
う
に
、
ほ
ん
の

少
し
だ
け
抽
象
化
す
る
こ
と
で
、

モ
ノ
と
人
、
モ
ノ
と
日
常
生
活

の
間
に
程
よ
い
距
離
を
築
い
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
些
細
な
ア
イ

デ
ア
で
、
モ
ノ
と
共
存
す
る
こ

と
が
こ
れ
ほ
ど
楽
し
く
な
る
も

の
か
と
、
は
っ
と
さ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
現
実
に
も
見
て
み
た
い

と
思
わ
せ
る
ほ
ど
魅
力
的
な
案

で
し
た
。

高
校
生
に
ど
こ
ま
で
で
き
る

か
、
な
ど
と
い
う
杞
憂
は
、
審

査
の
過
程
で
遠
く
離
れ
て
い
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

新
鮮
な
視
点
が
、
こ
れ
か
ら
の

建
築
の
可
能
性
を
ま
す
ま
す
押

し
広
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
と
い

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（2） 平成19年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第149号

1等　濱本　彬子さん　受賞作品 受
賞
の
言
葉

ひ
ら
め
き
は
夕
暮
れ
の
散
歩
か
ら

国
立
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
　
建
築
学
科
（
3
年
）

濱
本
　
彬
子

日
本
工
業
大
学
建
築
設
計
競
技
入
賞
者

一
　
等
　
国
立
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
　
　
　
　
濱
本
　
彬
子

二
　
等
　
兵
庫
県
立
神
戸
工
業
高
等
学
校
　
　
　
東
　
理
沙

三
　
等
　
青
森
県
立
青
森
工
業
高
等
学
校
　
　
　
相
内
　
大
海

●
審
査
員
賞京

都
市
立
伏
見
工
業
高
等
学
校
　
　
　
永
島
　
吏
江
子

滋
賀
県
立
安
曇
川
高
等
学
校
　
　
　
　
西
川
　
博
美

静
岡
県
立
沼
津
工
業
高
等
学
校
　
　
　
渡
邊
　
俊
輔

●
佳
作

静
岡
県
立
沼
津
工
業
高
等
学
校
　
　
　
安
藤
　
匠

静
岡
県
立
沼
津
工
業
高
等
学
校
　
　
　
石
川
　
浩
市

愛
知
県
立
愛
知
工
業
高
等
学
校
　
　
　
伊
藤
　
太
力

東
京
都
立
小
石
川
工
業
高
等
学
校
　
　
稲
垣
　
亨

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校
　
　
　
小
沢
　
恵
里
子

群
馬
県
立
前
橋
工
業
高
等
学
校
　
　
　
栗
田
　
健
佑

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校
　
　
　
関
口
　
宏
海

●
奨
励
賞静

岡
県
立
静
岡
工
業
高
等
学
校

池
田
　
沙
緒
理

静
岡
県
立
沼
津
工
業
高
等
学
校

鵜
木
　
匠

京
都
府
立
宮
津
高
等
学
校

梅
本
　
秀
高

愛
媛
県
立
東
予
高
等
学
校

国
田
　
壮
功

静
岡
県
立
島
田
工
業
高
等
学
校

久
野
　
祐
貴

群
馬
県
立
前
橋
工
業
高
等
学
校

原
　
佑
典

滋
賀
県
立
安
曇
川
高
等
学
校

○
古
田
　
恵
里

高
井
　
亜
利
沙

大
分
県
立
日
田
林
工
高
等
学
校

帆
足
　
一
洋

千
葉
県
立
市
川
工
業
高
等
学
校

吉
房
　
篤
志

山
梨
県
立
甲
府
工
業
高
等
学
校

義
見
　
春
野

（
○
印
は
共
同
作
品
の
代
表
者
で
す
）

●
奨
励
学
校
賞

福
島
県
立
勿
来
工
業
高
等
学
校

群
馬
県
立
前
橋
工
業
高
等
学
校

安
田
学
園
高
等
学
校

静
岡
県
立
島
田
工
業
高
等
学
校

大
阪
市
立
工
芸
高
等
学
校

愛
媛
県
立
東
予
高
等
学
校

高校生の新鮮な視点が、
建築の可能性を
押し広げてくれることを期待！

講
　
評

千葉　学
（建築家・東京大学大学院准教授）

1960年・東京生まれ。85年・東京大学工学部
建築学科卒業。87年・東京大学大学院修士課
程修了。87年・株式会社日本設計入社。93
年・ファクター エヌ アソシエイツ共同主宰。
93年・東京大学工学部建築学科/キャンパス計
画室助手。98年・東京大学工学部建築学科安
藤研究室 助手。2001年・千葉学建築計画事
務所設立 主宰。2001年～東京大学大学院准
教授。

主な作品に、platform（2006年）、STUDIO
GOTENYAMA（2006年）がある。

第21回
建築コンペ 75校から270点応募「モノと住む家」

モノに着目することで、建築はどう変わるのか

75校から270点応募「モノと住む家」



秋
学
期
で
は
、
本
年
度
新
設

の
建
設
業
関
連
科
目
も
含
め
、

主
幹
科
目
と
発
展
科
目
を
主
体

に
20
科
目
の
講
義
が
行
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
修
士
論
文
に
代

わ
る
必
修
科
目
で
あ
る
特
定
課

題
研
究
「
技
術
経
営
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
」
も
始
ま
り
、
院
生

は
指
導
教
授
と
の
協
議
で
決
め

た
具
体
的
な
個
別
課
題
に
対
し

て
、
3
月
中
旬
の
発
表
会
に
向

け
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

秋
学
期
は
ま
た
来
年
度
（
4

期
生
）
の
た
め
の
諸
活
動
が
本

格
化
す
る
時
期
で
も
あ
る
。
入

試
日
程
が
別
掲
の
よ
う
に
12
月
、

2
月
、
3
月
の
3
回
に
決
ま
り
、

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
（
O
C
）

の
第
2
回
以
降
が
11
月
、
1
月
、

2
月
に
開
催
さ
れ
る
。
前
回
同

様
O
C
は
盛
り
沢
山
の
内
容
で

あ
り
、
関
心
の
あ
る
多
数
の

方
々
の
ご
参
加
と
4
期
生
へ
の

ご
応
募
を
期
待
し
て
い
る
。

来
年
度
に
向
け
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
改
訂
内
容
も
ほ
ぼ
固
ま

り
、
新
し
い
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

シ
ラ
バ
ス
等
の
作
成
作
業
も
始

ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

（
教
授
　
松
野
建
一
）

去
る
9
月
20
日
、
平
成
19
年

度
秋
季
の
学
位
記
授
与
式
と
留

学
生
別
科
修
了
証
書
授
与
式
が
、

情
報
工
学
科
棟
5
階
の
会
議
室

に
て
挙
行
さ
れ
た
。

こ
の
日
卒
業
（
修
了
）
し
た

の
は
、
学
部
51
名
、
大
学
院
博

士
前
期
課
程
3
名
、
大
学
院
博

士
後
期
課
程
2
名
、
留
学
生
別

科
45
名
の
総
勢
1
0
1
名
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
16
名
が
、
本
学

大
学
院
、
あ
る
い
は
別
科
か
ら

工
学
部
へ
進
学
し
て
い
る
。

ま
た
、
10
月
1
日
に
は
秋
季

入
学
式
が
挙
行
さ
れ
、
学
部
23

名
（
編
入
学
を
含
む
）
、
大
学
院

博
士
前
期
課
程
5
名
、
大
学
院

博
士
後
期
課
程
1
名
が
新
た
に

大
学
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

昨
今
の
教
育
改
革
で
は
、
「
入

学
時
期
の
弾
力
化
」
が
議
論
さ

れ
て
い
る
が
、
本
学
で
は
平
成

8
年
度
か
ら
留
学
生
や
帰
国
学

生
を
中
心
に
秋
季
入
学
生
を
受

け
入
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た
秋

季
入
学
式
も
今
回
で
12
回
目
を

む
か
え
て
い
る
。

平
成
19
年
度
カ
ナ
ダ
研
修

一
般
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
実
践
的
体
験

平
成
19
年
度
英
会
話
カ
ナ
ダ

特
別
セ
ミ
ナ
ー
が
、
8
月
12
日

か
ら
9
月
6
日
ま
で
、
13
名
の

参
加
者
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
カ
ナ
ダ
人

家
庭
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
な
が

ら
、
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
（
U
B
C
）
で
3

週
間
の
英
語
研
修
を
行
う
。
今

回
は
一
般
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

あ
るLanguage

&
Culture

（
言
葉
と
文
化
）
コ
ー
ス
に
参
加
。

レ
ベ
ル
別
ク
ラ
ス
で
、
本
学
以

外
か
ら
の
参
加
者
と
と
も
に
英

語
を
学
ぶ
経
験
は
、
大
き
な
刺

激
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

教
室
を
離
れ
て
、
街
で
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
す
る
課
題
な
ど
、

様
々
な
体
験
的
会
話
実
践
が
組

み
込
ま
れ
て
お
り
、
課
外
活
動

で
は
現
地
の
学
生
と
ス
ポ
ー
ツ

や
料
理
な
ど
に
取
り
組
ん
だ
。

短
期
間
な
が
ら
も
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
と
生
活
を
共
に
し
た

こ
と
で
、
研
修
の
終
わ
り
に
は
、

食
事
を
し
な
が
ら
会
話
を
楽
し

む
迄
の
成
果
が
見
て
取
れ
た
。

実
際
に
英
語
を
使
っ
て
生
活

し
た
こ
の
経
験
は
、
将
来
国
際

社
会
で
活
躍
す
る
人
間
に
な
る

た
め
の
貴
重
な
第
一
歩
と
な
っ

た
と
確
信
し
て
い
る
。

英
語
教
育
セ
ン
タ
ー平

岡
麻
里

一
・
は
じ
め
に

第
四
十
期
決
算
、
第
四
十
一

期
予
算
が
公
認
会
計
士
及
び
法

人
監
事
の
監
査
を
受
け
、
法
人

理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
決

定
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
に

財
務
諸
表
を
公
表
し
、
関
係
各

位
の
ご
理
解
と
引
き
続
き
の
ご

協
力
を
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

平
成
十
八
年
度
（
二
〇
〇
六
年

度
）
、
本
学
が
行
っ
た
主
な
事
業

等
は
以
下
の
通
り
で
す
。
①
日

本
工
業
大
学
学
業
奨
励
奨
学
金

の
新
設
（
E
S
／
R
S
奨
学
金
）

在
籍
学
科
・
年
次
の
学
業
成
績

優
秀
者
に
対
す
る
学
費
の
減
免

奨
学
金
②
産
学
連
携
起
業
教
育

セ
ン
タ
ー
の
開
設
（
学
生
起
業

家
育
成
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ス

タ
ー
ト
）
③
高
大
連
携
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
始
動
（
五
十
三
の
高
校

と
協
定
）
④
「
百
年
記
念
館
」

建
設
（
平
成
十
九
年
度
完
成
）

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
又
、
学

修
支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
学
生

生
活
全
般
の
フ
ォ
ロ
ー
、
継
続

し
て
行
わ
れ
て
い
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
「
工
房
教
育
・
カ
レ
ッ

ジ
マ
イ
ス
タ
ー
の
育
成
」
等
、

本
学
は
「
工
学
理
論
と
実
践
的

な
技
術
を
併
せ
持
つ
、
技
術
者

の
育
成
」
を
建
学
の
精
神
と
す

る
教
育
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
併
せ
て
、
更
な
る
経
営

努
力
と
教
育
研
究
の
推
進
に
向

け
た
改
革
に
、
教
職
員
一
団
な

っ
て
邁
進
し
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

二
・
平
成
十
八
年
度

決
算
に
つ
い
て

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基
づ

く
主
た
る
財
務
諸
表
に
は
次
の

三
表
が
あ
り
ま
す
。
①
全
て
の

資
金
の
流
れ
と
そ
の
顛
末
を
示

す
「
資
金
収
支
計
算
書
」
（
別
表

1
）
、
②
各
年
度
に
お
け
る
収
支

の
均
衡
状
態
や
財
政
の
健
全
さ

を
見
る
上
で
の
指
標
と
な
る

「
消
費
収
支
計
算
書
」
（
別
表
2
）
、

③
決
算
時
点
に
お
け
る
財
政
状

態
を
明
ら
か
に
し
た
「
貸
借
対

照
表
」
（
別
表
3
）
の
三
表
で
す
。

ま
た
（
別
表
5
）
に
て
「
消
費

収
支
計
算
書
主
要
項
目
の
分
析

表
」
を
添
付
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
別

表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

（
消
費
収
支
計
算
書
）

○
収
入
の
部

学
生
生
徒
等
納
付
金
は
、
前

年
度
比
二
億
二
千
八
百
万
円
の

減
少
、
手
数
料
収
入
は
二
百
万

円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
在
籍
者
数
が
最
も
多
か

っ
た
四
年
生
が
卒
業
し
、
新
入

生
の
入
学
数
は
、
そ
れ
を
下
回

っ
た
た
め
で
す
。
寄
付
金
は
一

〇
〇
周
年
寄
付
の
一
時
的
な
要

因
を
除
け
ば
例
年
と
同
様
の
金

額
と
な
り
ま
し
た
。
補
助
金
は

年
々
厳
し
く
な
る
中
、
前
年
比

二
千
四
百
万
円
の
増
加
と
な
り

ま
し
た
。
資
産
運
用
収
入
で
は
、

引
き
続
き
安
定
運
用
を
中
心
に

行
い
、
前
年
度
比
二
千
二
百
万

円
増
加
し
ま
し
た
。
雑
収
入
は

前
年
度
の
定
年
退
職
者
数
の
増

加
要
因
が
無
く
、
私
立
大
学
退

職
金
財
団
交
付
金
が
減
少
し
ま

し
た
。
以
上
の
結
果
、
帰
属
収

入
は
前
年
対
比
三
億
四
百
万
円

減
の
八
〇
億
四
千
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
基
本
金
組
入
額
は
大

学
の
教
育
研
究
環
境
を
永
続
的

に
維
持
向
上
さ
せ
る
た
め
に
不

可
欠
な
資
産
投
資
を
示
し
ま
す
。

経
常
的
な
施
設
設
備
整
備
や
図

書
費
の
他
、
「
百
年
記
念
館
」
の

建
設
資
金
と
し
て
第
二
号
基
本

金
の
組
入
（
三
億
円
）
が
含
ま

れ
、
総
額
九
億
六
千
六
百
万
円

の
規
模
と
な
り
ま

し
た
。

○
支
出
の
部

人
件
費
は
前
年

度
比
二
億
三
千
万

円
の
減
少
と
な
り

ま
し
た
。
教
育
研

究
経
費
は
総
額
で

二
十
六
億
九
千
百

万
円
と
な
り
、
前

年
度
比
三
億
五
千

三
百
万
円
の
減
少

と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
平
成
十
九

年
度
か
ら
の
減
価

償
却
の
税
制
改
正

〔
法
定
耐
用
年
数

経
過
時
点
で
の
残

存
価
額
（
取
得
価
額
の
一
〇
％
）

を
廃
止
す
る
〕
に
対
応
す
べ
く
、

備
忘
価
額
（
一
円
）
へ
の
移
行

完
了
に
伴
う
も
の
が
主
因
で
す
。

教
育
研
究
費
比
率
（
別
表
5
ご

参
照
）
は
約
三
三
％
と
な
り
ま

し
た
が
、
全
国
的
に
も
高
い
水

準
を
維
持
し
て
お
り
ま
す
。
尚
、

資
産
処
分
差
額
の
増
加
要
因
は

新
図
書
館
へ
の
移
行
準
備
に
伴

う
図
書
の
除
却
分
が
含
ま
れ
て

お
り
ま
す
。

三
・
平
成
十
九
年
度

予
算
に
つ
い
て

（
資
金
収
支
予
算
書
）

平
成
十
九
年
度
予
算
書
の
詳

細
は
別
表
4
の
と
お
り
で
あ
り

ま
す
。
主
た
る
収
入
で
あ
る
学

生
生
徒
等
納
付
金
収
入
は
前
年

度
に
引
き
続
き
学
費
据
え
置
き

を
前
提
と
し
、
同
様
に
、
学
生

数
を
厳
し
く
予
測
し
た
予
算
と

い
た
し
ま
し
た
。
寄
付
金
収
入

は
周
年
寄
付
を
見
込
み
増
加
し

て
お
り
ま
す
。
補
助
金
収
入
は

今
後
も
積
極
的
に
申
請
・
獲
得

を
目
指
し
ま
す
。

教
育
研
究
経
費
支
出
は
更
な

る
教
育
の
充
実
の
た
め
に
、
ま
た
、

管
理
経
費
支
出
も
学
生
募
集
関

係
費
用
を
中
心
に
増
加
し
て
お

り
ま
す
。
施
設
関
係
支
出
で
は
、

百
年
記
念
館
が
完
成
し
そ
の
費

用
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

四
・
む
す
び

百
年
記
念
館
も
完
成
し
、
学

生
の
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
環
境
は

益
々
充
実
い
た
し
ま
す
。
専
門

職
大
学
院
も
卒
業
生
等
に
支
え

ら
れ
て
順
調
に
定
員
を
確
保
し

て
お
り
ま
す
。
大
学
が
存
続
・

発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
学

生
、
ご
父
母
、
卒
業
生
の
皆
様

の
ご
理
解
が
不
可
欠
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
関
係
各
位
の

皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
「
実
工

学
教
育
」
を
展
開
し
て
参
る
所

存
で
す
の
で
、
一
層
の
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
財
務
部
）

（3） 平成19年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第149号

秋期入学式で挨拶する大川理事長

学位記授与式ではなむけの言葉をおくる柳澤学長

平
成
十
九
年
度

秋
季
学
位
記
授
与
式
・
入
学
式

10月15日（月）から17日（水）
の3日間の夕方に「映画祭」、10
月15日（月）から19日（金）の
5日間の昼休みに「学生パ
フォーマンス」が百年記念館マ
ルチメディア教室で開催された。
「映画祭」は、本学に在学する
留学生の母国を紹介するVTRと

学生が選んだ映画が上映され、150インチのスクリーン
から劇場感覚で鑑賞することができたと好評であった。
「学生パフォーマンス」吹奏楽団による演奏は、大勢の
観客が生演奏に引き込まれ、しんみりと聞き入っていた。
また留学生による演劇は、母国の思いを込めて上演した
留学生に対して、観客から温かい拍手が送られていた。
これらのイベントを通して、百年記念館は学生にとっ

て親しみのある施設に近づいたようであった。

授業で街に出てインタビューする学生

伝統のあやつり人形

活
動
の
最
盛
期

秋
学
期

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

日本工業大学の
財政状況について

科目 H18年度 H17年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,852,275 7,080,758 △ 228,483
手 数 料 収 入 63,041 60,880 2,161
寄 付 金 収 入 125,858 144,271 △ 18,413
補 助 金 収 入 647,068 622,518 24,550
資 産 運 用 収 入 68,110 48,605 19,505
資 産 売 却 収 入 0 70 △ 70
事　　　業　　　収　　　入 44,190 50,407 △ 6,217
雑　　　　　収　　　　　入 218,450 314,105 △ 95,655
借 入 金 収 入 1,160,000 740,000 420,000
前 受 金 収 入 2,302,484 2,265,087 37,397
そ の 他 の 収 入 462,113 386,674 75,439
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,518,888 △ 3,359,653 840,765
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 5,052,171 5,460,263 △ 408,092
収 入 の 部 合 計 14,476,872 13,813,985 662,887

（別表1）資金収支計算書 単位：千円

支出の部
人 件 費 支 出 3,099,167 3,299,777 △ 200,610
教 育 研 究 費 支 出 1,441,004 1,546,930 △ 105,926
管 理 経 費 支 出 349,956 351,587 △ 1,631
借 入 金 等 利 息 支 出 127,455 121,434 6,021
借 入 金 等 返 済 支 出 331,070 386,420 △ 55,350
施 設 関 係 支 出 1,687,491 337,287 1,350,204
設 備 関 係 支 出 310,569 281,364 29,205
資 産 運 用 支 出 2,321,471 2,291,015 30,456
そ の 他 の 支 出 342,007 254,397 87,610
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 111,440 △ 108,397 △ 3,043
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,578,122 5,052,171 △ 474,049
支 出 の 部 合 計 14,476,872 13,813,985 662,887

科目 H18年度 H17年度 増減
消費収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 6,852,275 7,080,758 △ 228,483
手　　　　　数　　　　　料 63,041 60,880 2,161
寄　　　　　付　　　　　金 147,768 163,388 △ 15,620
補　　　　　助　　　　　金 647,068 622,518 24,550
資 産 運 用 収 入 66,855 44,443 22,412
事　　　業　　　収　　　入 44,190 50,407 △ 6,217
雑　　　　　収　　　　　入 219,127 322,304 △ 103,177
帰 属 収 入 合 計 8,040,324 8,344,698 △ 304,374
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 966,130 △ 1,037,976 71,846
消 費 収 入 の 部 合 計 7,074,194 7,306,722 △ 232,528

（別表2）消費収支計算書 単位：千円

科目 H19年度 H18年度 増減
収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 6,282,660 6,477,698 △ 195,038
手 数 料 収 入 56,740 52,380 4,360
寄 付 金 収 入 190,600 91,780 98,820
補 助 金 収 入 425,205 357,430 67,775
資 産 運 用 収 入 18,200 14,200 4,000
事　　　業　　　収　　　入 58,906 62,809 △ 3,903
雑　　　　　収　　　　　入 202,445 157,612 44,833
借 入 金 収 入 0 820,000 △ 820,000
前 受 金 収 入 2,071,070 2,032,840 38,230
そ の 他 の 収 入 2,157,266 845,803 1,311,463
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 2,302,484 △ 2,265,087 △ 37,397
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,578,122 5,052,171 △ 474,049
収 入 の 部 合 計 13,738,730 13,699,636 39,094

（別表4）資金収支予算書 単位：千円

単位：千円

科目 H19年度 H18年度 増減
支出の部
人　　件　　費　　支　　出 3,112,098 3,143,932 △ 31,834
教 育 研 究 費 支 出 1,917,370 1,857,627 59,743
管 理 経 費 支 出 592,750 392,733 200,017
借 入 金 等 利 息 支 出 136,560 120,320 16,240
借 入 金 等 返 済 支 出 818,350 331,070 487,280
施 設 関 係 支 出 1,674,500 2,107,499 △ 432,999
設 備 関 係 支 出 691,480 346,342 345,138
資 産 運 用 支 出 1,703,309 2,204,146 △ 500,837
そ の 他 の 支 出 495,267 477,010 18,257
〔 予　　備　　費　　〕 110,000 110,000 0

0
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 5,606 △ 10,475 4,869
次 年 度 繰 越 支 払 資 金 2,492,652 2,619,432 △ 126,780
支 出 の 部 合 計 13,738,730 13,699,636 39,094

主要項目の分析比率（％） H18年度 H17年度 増減
補 助 金 / 帰 属 収 入 8.05 7.46 0.59
人 件 費 / 帰 属 収 入 37.94 39.32 △ 1.38
教 育研究経費 / 帰属収入 33.47 36.49 △ 3.02
管 理 経 費 / 帰 属 収 入 4.80 4.75 0.05
借 入金等利息 / 帰属収入 1.59 1.46 0.13
人 件 費 / 学 生 納 付 金 44.52 46.34 △ 1.82

（別表5）消費収支計算書の主要項目の分析表

資産の部
科目 H18年度 H17年度 増減

固定資産 35,097,798 32,338,696 2,759,102
有形固定資産 21,286,970 20,785,236 501,734
その他の固定資産 13,810,828 11,553,460 2,257,368

流動資産 4,863,854 5,446,288 △ 582,434

合 計 39,961,652 37,784,984 2,176,668

（別表3）貸借対照表 単位：千円

負債・基本金・消費収支差額の部
科目 H18年度 H17年度 増減

負債の部 8,600,999 7,743,282 857,717
固定負債 5,058,473 4,765,585 292,888
流動負債 3,542,526 2,977,697 564,829

基本金の部 38,186,168 37,220,038 966,130
翌年度繰越消費収支差額 △ 6,825,515 △ 7,178,336 352,821

合　　計 39,961,652 37,784,984 2,176,668

消費支出の部
人　　　　　件　　　　　費 3,050,405 3,281,052 △ 230,647
教 育 研 究 経 費 2,691,411 3,045,028 △ 353,617
管　　　理　　　経　　　費 386,031 396,620 △ 10,589
借 入 金 等 利 息 127,456 121,434 6,022
資 産 処 分 差 額 249,655 37,487 212,168
そ の 他 の 支 出 216,415 116,614 99,801
消 費 支 出 の 部 合 計 6,721,373 6,998,235 △ 276,862
当 年 度 消 費 収 支 超 過 額 352,821 308,487 44,334
前 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 7,178,335 △ 7,486,822 308,487
翌 年 度 繰 越 支 出 超 過 額 △ 6,825,514 △ 7,178,335 352,821

※平成17年度から技術経研究科を含む数値

学生が参加する学園創立100周年記念行事

「映画祭」と「学生パフォーマンス」

第40期決算・第41期予算
（

）



9
月
13
日
（
木
）
、
業
界
世
界

一
の
工
作
機
械
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
の
オ
ー

ナ
ー
会
長
・
山
崎
照
幸
氏
が
本

学
を
来
訪
、
工
業
技
術
博
物
館

と
シ
ス
テ
ム
工
学
科
・
鈴
木
清

ヤ
マ
ザ
キ
マ
ザ
ッ
ク
会
長

本
学
を
訪
問

9
月
1
日
（
土
）
、

「
第
1
回
日
本
工
業

大
学
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ

ッ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
高

校
生
大
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
本
コ
ン
テ

ス
ト
は
、
学
園
創
立

1
0
0
周
年
記
念
行

事
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
今

後
も
継
続
し
て
実
施

す
る
意
向
が
あ
る
。

今
回
は
、
埼
玉
県

教
育
委
員
会
、
全
国

工
業
高
等
学
校
長
協

会
、
精
密
工
学
会
マ

イ
ク
ロ
／
ナ
ノ
シ
ス

テ
ム
研
究
専
門
委
員

会
の
後
援
を
得
て
お

り
、
全
国
43
校
か
ら

2
1
7
台
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
た
。
そ
の
う

ち
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
チ
ェ
ッ
ク
（
資
格

審
査
）
を
パ
ス
し
た

1
0
7
台
の
マ
イ
ク

9
月
8
日
（
土
）
、

9
日
（
日
）
、
東
武

鉄
道
と
宮
代
町
の
後

援
を
得
て
、
学
園
創

立
1
0
0
周
年
行
事

「
ミ
ニ
鉄
道
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催

さ
れ
た
。
全
国
各
地

か
ら
個
性
あ
ふ
れ
る

約
1
0
0
台
の
ミ
ニ

研
究
室
を
見
学
し
た
。

同
社
は
、
か
ね
て
か
ら
工
作

機
械
の
博
物
館
を
開
設
す
る
意

向
を
持
ち
、
10
数
年
前
に
も
同

博
物
館
を
見
学
し
た
。
今
回
は
、

計
画
の
実
現
に
向
け
て
再
度
見

ロ
ロ
ボ
ッ
ト
が
、
直
線
と
円
弧

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
コ
ー
ス

を
走
り
、
タ
イ
ム
を
競
い
あ
っ

た
。
コ
ー
ス
は
、
予
選
か
ら
決

勝
戦
と
進
む
に
つ
れ
て
、
次
第

に
難
し
く
な
る
。

優
勝
は
長
野
県
箕
輪
工
業
・

S
L
が
本
学
に
集
合
。
ド
イ
ツ
、

台
湾
、
カ
ナ
ダ
な
ど
海
外
の
愛

好
家
も
参
加
し
、
周
年
行
事
に

ふ
さ
わ
し
い
賑
わ
い
を
見
せ
た
。

期
間
中
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

子
供
か
ら
年
配
者
ま
で
、
訪
れ

た
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
ミ

ニ
S
L
に
次
々
と
乗
車
、
約
1

キ
ロ
に
も
お
よ
ぶ
コ
ー
ス
を
楽

し
ん
だ
。
2
日
間
の
来
場
者
は

学
に
訪
れ
た
も
の
。

鈴
木
清
研
究
室
で
は
、
25
年

程
前
に
、
同
社
に
複
合
工
作
機

械
の
製
造
を
依
頼
し
、
現
在
も

研
究
用
に
使
用
し
て
い
る
。
そ

れ
以
来
、
研
究
面
等
で
の
関
係

が
続
い
て
い
る
経
緯
が
あ
り
、

今
回
の
訪
問
と
な
っ
た
。

山
崎
会
長
は
、
最
高
の
品
質

井
上
大
樹
君
、
準
優
勝
は
栃
木

県
立
今
市
工
業
・
林
秀
樹
君
、

3
位
は
山
形
電
波
工
業
・
石
川

諒
君
（
詳
細
は
別
表
の
通
り
）。

本
コ
ン
テ
ス
ト
を
契
機
に
、

高
校
生
の
創
造
性
が
さ
ら
に
高

ま
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

延
べ
3
0
0
0
人
を
超
え
、
家

族
連
れ
も
数
多
く
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
8
日
（
土
）
午
後
に

は
学
友
会
館
で
森
博
嗣
氏
に
よ

る
記
念
講
演
「
庭
園
鉄
道
・
欠

伸
軽
便
日
々
」
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
ち
ら
も
、
3
0
0
席
の
会
館

が
ほ
ぼ
満
席
に
な
る
状
態
で
、

集
ま
っ
た
聴
衆
は
、
貴
重
な
体

験
談
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

づ
く
り
に
は
、
最
先
端
の
ハ
イ

テ
ク
技
術
と
伝
統
的
な
ク
ラ
フ

ト
マ
ン
シ
ッ
プ
の
融
合
が
必
要

だ
と
説
き
、
工
場
の
無
人
化
を

進
め
る
一
方
で
、
千
人
を
超
え

る
技
能
者
を
抱
え
て
い
る
。
同

氏
の
考
え
方
は
、
本
学
の
基
本

理
念
と
合
致
す
る
も
の
で
、
誠

に
心
強
い
も
の
が
あ
る
。

都
立
蔵
前
工
業
高
校
の
生
徒

10
名
が
、
8
月
21
日
〜
23
日
に

か
け
て
、
本
学
で
イ
ン
タ
ー
ン

蔵
前
工
高
生

研
究
室
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

本
学
吹
奏
楽
団
の
第
24
回
定

期
演
奏
会
が
12
月
23
日
（
日
）

シ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
各
自
の
希

望
し
た
研
究
室
に
お
い
て
、
次

の
様
に
意
欲
的
な
体
験
学
習
に

取
り
組
ん
だ
。

機
械
工
学
科
村
田
泰
彦
研
究

室
で
は
2
名
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

成
型
加
工
。
同
学
科
中

里
裕
一
研
究
室
で
は
2

名
が
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ

ト
製
作
。
電
気
電
子
工

学
科
の
堀
田
勝
喜
研
究

室
で
は
3
名
が
強
力
な

磁
力
を
持
つ
磁
石
の
製

作
。
建
築
学
科
で
は
足

立
真
研
究
室
で
2
日
間

に
わ
た
り
3
名
が
百
年

記
念
館
の
見
学
も
含
め

空
間
デ
ザ
イ
ン
の
学
習

を
体
験
し
た
。

に
春
日
部
市
民
文
化
会
館
大
ホ

ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
る
。
今
回

平
成
19
年
度

工
事
計
画
に
基

づ
き
、
本
館
の

東
側
の
サ
ッ
シ

を
40
年
ぶ
り
に

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。
従
来
の

鉄
製
サ
ッ
シ
は

気
密
性
に
も
劣

っ
て
お
り
隙
間

風
や
ガ
タ
ツ
キ

に
よ
る
振
動
音

に
悩
ま
さ
れ
て

き
た
。
今
回
は

東
側
半
分
の
み

の
改
修
で
あ
る

が
、
次
年
度
に

は
西
側
半
分
も

施
工
し
た
い
と

は
ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に
し

た
3
部
構
成
で
、
第
2
部
で
は

「
赤
は
な
の
ト
ナ
カ
イ
」
を
上
演

す
る
。
大
人
か
ら
子
供
ま
で
楽

し
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

動力付き飛行機による日本での初飛行を行った
日野熊蔵大尉は、個人で飛行技術の開発に取り組
み、明治44（1911）年、東京工科学校（本学園
の前身）の実習工場で「日野式2号飛行機」を組
み立て、国産機初の飛行を目指した。残念ながら
飛行は実現しなかったが、本学は学園創立100周
年事業の一環として、同機の復元を行った。復元
プロジェクトは、システム工学科渡辺顯教授を中
心とする実行委員会が当り、綿密な調査を経て製
作。この製作作業体験（補助）は、「工房教育プ
ログラム」に採択され、学修の場としても活用さ
れた。11月2日（金）～22日（木）には工業技術
博物館内で、復元機に関する特別展も開催される。
（1面に関連記事）

復元された「日野式2号飛行機」を見学する学生達

考
え
て
い
る
。
こ
の
工
事
の
効

果
は
、
部
屋
の
気
密
性
が
向
上

し
空
調
負
荷
の
低
減
（
省
エ
ネ
）

が
図
ら
れ
る
と
同
時
に
、
外
部

か
ら
の
騒
音
等
に
対
す
る
遮
音

効
果
が
向
上
し
、
授
業
環
境
の

改
善
が
図
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

10
月
か
ら
東
西
の
空
調
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
量
の
比
較
を
行
っ
て

い
く
。

（
施
設
営
繕
課
長
　
鈴
木
功
作
）

会
議
で
の
論
文
発
表
◆
星
野
坦
之

教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
米
国
（
9
／
15
〜
22
）
／

目
的
＝
第
23
回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン

ト
国
際
会
議
で
の
論
文
発
表
◆
森

田
登
教
授
（
電
気
電
子
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
9
／
16

〜
23
）
／
目
的
＝
米
国
電
気
電
子

学
会H

olm

接
点
国
際
会
議
に
お

け
る
論
文
発
表
◆
上
野
貴
博
講
師

（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
米
国
（
9
／
16
〜
23
）
／
目

的
＝
米
国
電
気
電
子
学
会H

olm

接
点
国
際
会
議
に
お
け
る
論
文
発

表
◆
吉
田
清
講
師
（
電
気
電
子
工

学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
9
／

16
〜
23
）
／
目
的
＝
米
国
電
気
電

子
学
会H

olm

接
点
国
際
会
議
に

お
け
る
論
文
発
表
◆
鈴
木
敏
正
教

授
（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
米
国
（
9
／
16
〜
27
）
／
目

的
＝
第
7
回
窒
化
物
半
導
体
国
際

会
議
参
加
及
び
研
究
発
表
◆
古

閑

伸

裕

教

授

（

機

械

工

学

科
）
／
出
張
先
＝
中
国
（
9
／
22

〜
26
）
／
目
的
＝
招
待
講
演
お
よ

び
大
学
院
生
、
卒
研
生
の
工
場

見
学
引
率
◆
飯
塚
完
司
講
師

（
電
気
電
子
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
米
国
（
9
／
23
〜
27
）
／
目

的
＝
2
0
0
7
年
北
米
分
子
線
エ

ピ
タ
キ
シ
ー
会
議
へ
の
参
加
及
び

研
究
発
表
◆
伴
雅
人
准
教
授
（
シ

ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
イ

ン
ド
（
9
／
30
〜
10
／
5
）
／
目

的
＝
第
15
回
イ
オ
ン
ビ
ー
ム
に
よ

る
材
料
の
表
面
改
質
に
関
す
る
国

際
会
議
で
の
研
究
発
表
◆
辻
村
泰

寛
准
教
授
（
情
報
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
（
9
／
25

〜
28
）
／
目
的
＝
I
E
E
E
進
化

的
計
算
大
会
で
の
研
究
発
表
◆
加

藤
重
雄
教
授
（
シ
ス
テ
ム
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
米
国
（
10
／
15

〜
19
）
／
目
的
＝
ア
メ
リ
カ
精
密

工
学
会
2
0
0
7
年
次
会
議
に
て

論
文
発
表
◆
正
道
寺
勉
准
教
授

（
シ
ス
テ
ム
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
エ
ジ
プ
ト
（
10
／
18
〜

25
）
／
目
的
＝
第
37
回
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
と
経
営
工
学
に
関
す
る
国
際

会
議
で
の
論
文
発
表
◆
神
林
靖
准

教
授
（
情
報
工
学
科
）
／
出
張

先
＝
チ
ュ
ニ
ジ
ア
（
10
／
18
〜

24
）
／
目
的
＝
計
算
論
的
サ
イ
バ

ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
国
際
会
議
に
て
論

文
発
表
◆
古
閑
伸
裕
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
21
〜
28
）
／
目
的
＝
留
学

生
入
学
試
験
の
実
施
と
留
学
生
受

入
れ
に
関
す
る
協
定
締
結
に
関
す

る
調
査
と
協
議
◆
劉

講
師
（
留

チ
ェ
コ
（
9
／
1
〜
9
）
／
目

的
＝
国
際
電
力
技
術
会
議
国
際
作

業
会
に
出
席
◆
黒
澤
明
教
授
（
教

職
教
育
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝

ス
ペ
イ
ン
（
9
／
1
〜
9
）
／
目

的
＝
第
19
回
国
際
音
響
学
会
議
出

席
◆
神
力
正
宣
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ
（
9
／

3
〜
10
）
／
目
的
＝
2
0
0
7
国

際
レ
ー
ダ
会
議
に
お
い
て
研
究
発

表
◆
高
瀬
浩
史
講
師
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ド
イ
ツ
（
9
／

3
〜
10
）
／
目
的
＝
2
0
0
7
国

際
レ
ー
ダ
会
議
に
お
い
て
研
究
発

表
◆
成
田
剛
准
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
タ
イ
（
9
／
4

〜
14
）
／
目
的
＝
「
タ
イ
建
築
史

の
再
構
成
」
調
査
◆
伊
藤
庸
一
教

授
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝
中

国
（
9
／
7
〜
13
）
／
目
的
＝
中

国
に
残
る
ド
イ
ツ
建
築
調
査
◆
宮

澤
肇
教
授
（
機
械
工
学
科
）
／
出

張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／
7
〜

13
）
／
目
的
＝
カ
ナ
ダ
研
修
所
及

び
レ
ス
ブ
リ
ッ
ジ
カ
レ
ッ
ジ
に
お

け
る
出
前
授
業
と
進
学
指
導
の
実

施
◆
田
中
隆
治
准
教
授
（
学
修
支

援
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ

ダ
・
ア
メ
リ
カ
（
9
／
7
〜

15
）
／
目
的
＝
異
文
化
理
解
教
育

立
案
・
実
施
の
為
の
会
合
へ
の
出

席
◆
波
多
野
純
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
カ
ナ
ダ
（
9
／

7
〜
17
）
／
目
的
＝
2
×
4
木
造

建
築
工
房
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
修
所

で
の
建
設
作
業
指
導
◆
野
口
憲
治

助
手
（
建
築
学
科
）
／
出
張
先
＝

カ
ナ
ダ
（
9
／
7
〜
17
）
／
目

的
＝
2
×
4
木
造
建
築
工
房
に
よ

る
カ
ナ
ダ
研
修
所
で
の
建
設
作
業

指
導
◆
北
久
保
茂
准
教
授
（
シ
ス

テ
ム
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
9
／
14
〜
23
）
／
目
的
＝

第
23
回
デ
ジ
タ
ル
プ
リ
ン
ト
国
際

【
昇
任
】（
10
月
1
日
付
）

◆
青
柳
稔
講
師
（
電
気
電
子
工
学

科
）
准
教
授
に
昇
任

【
任
命
】（
10
月
1
日
付
）

◆
共
通
教
育
系
主
任
　
寺
尾
　
裕

教
授
（
再
任
）
◆
電
気
電
子
工
学

科
主
任
　
高
橋
明
遠
教
授
（
再
任
）

◆
建
築
学
科
主
任
　
成
田
健
一
教

授
（
再
任
）
◆
留
学
生
別
科
主
任

鈴
木
康
之
教
授
（
再
任
）
◆
機
械

工
学
専
攻
幹
事
　
佐
藤
茂
夫
教
授

（
新
任
）
◆
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

幹
事
　
鈴
木
敏
正
教
授
（
再
任
）

◆
情
報
工
学
専
攻
幹
事
　
磯
野
春

雄
教
授
（
再
任
）
◆
学
修
支
援
セ

ン
タ
ー
長
兼
担
　
有
賀
幸
則
教
授

（
再
任
）
◆
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ

ボ
所
長
兼
担
　
宮
澤
肇
教
授
（
再

任
）
◆
L
C
セ
ン
タ
ー
長
兼
担

椋
田
實
教
授
（
新
任
）
◆
工
房
教

育
推
進
本
部
長
兼
担
　
黒
津
高
行

教
授
（
再
任
）

【
解
任
】（
9
月
30
日
付
）

◆
図
書
館
長
兼
務
　
柳
澤
章
学
長

◆
図
書
館
長
補
佐
　
大
木
幹
雄
教

授【退
職
】（
8
月
30
日
付
）

◆
新
井
信
男
事
務
職
員
（
総
務
部

総
務
課
）

（
9
月
30
日
付
）

◆
廣
澤
史
彦
講
師
（
共
通
教
育

系
）

◆
磯
野
春
雄
教
授
（
情
報
工
学

科
）
／
出
張
先
＝
ス
ペ
イ
ン

（
9
／
1
〜
9
）
／
目
的
＝
第
19

回
音
響
学
国
際
会
議
研
究
発
表
の

た
め
◆
西
村
誠
介
教
授
（
超
高
電

圧
研
究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝

学
生
別
科
）
／
出
張
先
＝
中
国

（
10
／
21
〜
28
）
／
目
的
＝
留
学

生
入
学
試
験
の
実
施
と
留
学
生
受

入
れ
に
関
す
る
協
定
締
結
に
関
す

る
調
査
と
協
議
◆
宮
澤
肇
教
授

（
機
械
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米

国
（
10
／
28
〜
11
／
2
）
／
目

的
＝
レ
ー
ザ
と
電
子
・
光
学
の
応

用
に
関
す
る
国
際
会
議
に
て
論
文

発
表
◆
堀
田
勝
喜
教
授
（
電
気
電

子
工
学
科
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
10
／
28
〜
11
／
2
）
／
目
的
＝

レ
ー
ザ
と
電
子
・
光
学
の
応
用
に

関
す
る
国
際
会
議
に
て
論
文
発
表

◆
清
水
博
幸
助
手
（
超
高
電
圧
研

究
セ
ン
タ
ー
）
／
出
張
先
＝
米
国

（
10
／
28
〜
11
／
2
）
／
目
的
＝

レ
ー
ザ
と
電
子
・
光
学
の
応
用
に

関
す
る
国
際
会
議
に
て
論
文
発
表

▼
こ
の
夏
は
猛
暑
で

あ
っ
た
。
識
者
達
が

一
応
に
言
う
よ
う
に
、

温
暖
化
の
影
響
は
地

球
全
体
に
拡
大
し
て

い
る
こ
と
を
実
感
さ

せ
る
。
本
学
も
I
S

O
1
4
0
0
1
の
取

り
組
み
を
通
じ
て
、
少
し
で
も

地
球
に
貢
献
す
る
こ
と
が
出
来

れ
ば
と
思
う
。

▼
本
年
は
例
年
の
10
月
1
日
の

授
業
開
始
日
か
ら
少
し
早
ま
り
、

9
月
25
日
か
ら
秋
学
期
が
始
ま

っ
た
。
特
に
4
年
生
は
卒
業
に

向
け
て
卒
業
研
究
・
計
画
に
本

腰
を
入
れ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
と
自
覚
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

3
年
生
は
、
4
年
生
に
向
け
、

自
分
の
進
む
べ
き
専
門
分
野
の

選
択
に
そ
し
て
進
路
選
択
に
悩

ま
ね
ば
な
ら
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
大
学
は
当
然
で
あ
る
が
、

そ
こ
で
何
を
勉
強
し
、
何
を
身

に
つ
け
た
か
を
問
わ
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
本
年
9
月
の
文
科

省
・
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、

「
大
学
全
入
時
代
」
を
迎
え
、
大

学
に
対
し
て
身
に
つ
け
る
べ
き

能
力
の
指
針
を
示
す
こ
と
や
厳

格
な
卒
業
認
定
試
験
を
通
じ
て

責
任
を
も
っ
て
卒
業
生
の
質
の

確
保
に
努
め
る
こ
と
を
求
め
て

い
る
。
1
、
2
年
生
も
含
め
、

こ
の
秋
学
期
も
充
実
し
た
時
間

を
過
し
て
も
ら
い
た
い
。（
F
）

（4） 平成19年11月1日発行 日 本 工 業 大 学 通 信 第149号

◆
環
境
配
慮
の
観
点
か
ら
再
生
紙
を
使
用
し
て
お
り
ま
す
。

第
1
回
日
本
工
業
大
学
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
コ
ン
高
校
生
大
会

―
217
台
エ
ン
ト
リ
ー

優
勝
は
箕
輪
工
高
・
井
上
大
樹
君
―

（左）表彰式後、受賞者記念撮影　（右）第一次予選風景ミニSLは幅広い年齢層に大人気

ミ
ニ
鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

100
周
年
記
念
行
事

鈴木研究室を見学する山崎会長

改装前の窓サッシ

リニューアル後の窓サッシ
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11／17（土）
第11回スターリングテクノラリー開催

自作スターリングエンジンを搭載した
車両でスピードとアイデアを競う、第
11回スターリングテクノラリーが、今
年も本学を会場として11月17日（土）
に開催される。主催はスターリングテ
クノラリー技術会、（社）全国工業高等
学校長協会、（社）日本工学教育協会
で、本学も協賛している。競技は人間
乗車クラス、宙返り耐久ミニクラス、
ヤングクラス、クーラクラスなどの7ク
ラスで競われ、全国から約200チーム
が参加する予定。小学生から社会人ま
で、参加者の顔ぶれも多彩で、付属東
京工業高校からはノーマルクラスに15
台エントリーしている。

付属高校からも参加（昨年同ラリーから）

編 集 後 記

人
事
異
動

国
外
出
張（
9
月
〜
10
月
）

第1回　日本工業大学　マイクロロボコン高校生大会　結果

順位・賞 ゼッケン
高校名 操作者 ロボット名

など 番号

優勝 102 長野県箕輪工業 井上大樹 Robot Industries 1号

準優勝 34 栃木県立今市工業 林　秀樹 狼鉄28

3位 81 山形電波工業 石川　諒 天の童mini1

4位 125 埼玉県立新座総合技術 野原　渉 ヴェネティア風ミートソース

5位 32 栃木県立宇都宮工業 吉野雄介 ペペロンちーの

5位 44 東京都立総合工科 岸本侑大 こだま

5位 78 福島県立会津工業 若林拓也 ぜんまい

5位 160 埼玉県立越谷総合技術 宮本康裕 トロロアオイ

技術賞 102 長野県箕輪工業 井上大樹 Robot Industries 1号

アイデア賞 84 岐阜県立可児工業 松岡和也 かに2

敢闘賞 174 岩手県千厩 藤田貴行 千厩MR1

学長賞 埼玉県立越谷総合技術（1次予選通過者が最多であったため）

9／1（土）

吹
奏
楽
団
　
定
期
演
奏
会

ク
リ
ス
マ
ス
を
テ
ー
マ
に

100周年事業　復元飛行機の公開100周年事業　復元飛行機の公開

学内施設の拡充

本館の窓サッシ更新

12／23
（日）


